
総合評価

4

具体的方策・評価指標
具体的な成果と課題
(評価の分析)

課題の改善方策等

委員会や学校行事は、児童が主体的に取り組めるよう工夫して実施す

る。
4

肯定的評価
93.3％

生活科や総合学習などでも児童が学びや思いを伝える発表や報告をする

など主体的に取り組む学習を行うなどして、児童の主体性を育む。

お互いを認め合いつながり合うなかま集団をつくるため、日常的な活

動に加え学期に1回程度全校集会等の活動に取り組む。
4

肯定的評価
89.7％

身近に人権のことを考える環境づくりのため、毎月11日の人権をたしか

めあう日を中心に朝の時間に放送で話題提供をする。お互いを認め合う

機会としての人権集会を全校児童の参加で行う。

指導計画の作成を通じ児童理解を深め、全員がわかる授業づくりを目

指し、各教員１本の公開授業を行う。
4

肯定的評価
90.3％

授業力向上を目的とし、研究主題にとらわれず実施していくようにす

る、また、期間を設定し計画的に行えるようにしていく。

支援を要する児童の実態把握に努め、個に応じた支援を行うだけでな

く、特別支援学級においては児童が主体的に活動できる自立活動を推

進する。
3

肯定的評価
84.1％

安心して活動できる教室環境づくり、ならびに、わかりやすい授業づく

りに努める。

学年の実態に応じ、chromebookを効果的に活用する。 3
肯定的評価

82.1％
児童間の意見の交流や、振り返りなど活用できる場面で適切に使用して

いく。

実生活とＳＤＧｓを結び付けた内容を総合や社会の授業でとりあげ、

新聞や発表等により深め広げられる取組を行う。
3

肯定的評価
81.5％

SDGｓに係る児童の主体的な活動を、学校行事や生活科・総合学習など

で本校独自の取組を模索しながら進めていく。

朝の基礎学習タイムの時間を利用し、Yomuワークシート等の短い教材

文章（新聞記事・物語など）を月1回以上活用し、読解力の基礎学力向

上を目指す。

4
今後も継続的に活用し、読解力の向上を目指す。また、興味を広げてい

くきっかけとして、他の記事や文章を読む意欲付けとしても活用してい

く。

書く楽しさを味わえるように、自由作文だけでなくテーマ作文や友だ

ちとの日記交流など、工夫を取り入れた指導を行う。
4

それぞれが書いた文章を読み合う機会を多く設定したり、研修の中で各

学年の取り組みを交流する機会を持つようにしていく。

おすすめの本を紹介したり、しおりプレゼントを実施したりすること

で学校図書館の利用を促し、年間5000冊以上の貸し出しを行う。
4

肯定的評価
87.2％

今年度同様に、図書ボランティアさんとの連携や、図書館前掲示板の活

用、図書委員会の活動などで５０００冊以上の貸し出しを目指す。

ふれあい体験教室では、地域コーディネーターと連携を行い、地域に

住む様々な方ならではの学習内容・実施方法を充実させる。また、マ

イガッコウ活動をはじめ地域や関係機関の方々の協力を得た活動を年

５回以上実施する。

4
地域コーディネーターとの連携が進み、学習内容の充実や、教員の負担

軽減ができた。実施方法について課題があり、次年度変更を行う。

子どもたちが安心してすごせる環境をつくるために、関係機関と連絡

を取りあうだけでなく定期的な連絡会・合同研修を実施し、児童の共

通理解をはかる。
4

子どもたちが安心してすごせる環境をつくるために、引き続き関係機関

と連絡を取り合い、連絡会・合同研修を行う。

中学校と連携をはかり、オープンスクール等の行事を活用しながら、

子どもたちが中学校の様子を知り中学校生活に不安なく期待をもって

進学できるようにする。

3
肯定的評価

75.9％

4年ぶりに北中オープンスクールが実施され参加できた。さらに連絡会

等を活用して児童の様子を共有していく。オープンスクールの実施につ

いては事前に連絡を密にとる必要がある。

学校ホームページで、学校行事や各学年の様子を定期的に発信し、年

間５０回以上の更新を行う。
3

肯定的評価
85.6％

更新時期が学期末に偏ってしまうという課題はあるが、教員の負担を考

え、更新回数、時期共に今年度と同様の形を目指す。

入学してくる子どもたちの育ちについて幼稚園・こども園・保育所と

小学校の職員間で情報を共有したり、年長児が小学校生活を知る機会

をつくったりし、小学校生活がスムーズにスタートできる取組を進め

る。

3 3
肯定的評価

82.6％

連携を一方的なものにせず、スムーズに行うため、年度当初に小学校生

活のスタートについて幼稚園・保育所と話し合う機会をもつ。年間計画

に年長児が小学校生活を知る機会を組み入れ、小学校の学習とも関連さ

せた計画で学習を進める。
校務支援システムの掲示板等を活用し、終礼は週１回、職員会議は１

時間以内で実施する。そして、毎週水曜日は管理職を含め全員１８時

までに退勤する。

4
毎週水曜日の18時退勤に加え、他の曜日は遅くとも19時退勤を目標とし

て、勤務時間外の在校時間45時間以内をめざす。

出退勤状況記録表を活用し、教職員の超過勤務の改善を図る。 3
個々の教職員の勤務状況を可視化し、必要に応じて全体や学年等で話し

合うなどして業務改善をめざす。

ホームページの委員会やクラブのページを集約し、教員の負担を軽減

する。
4

教員の負担軽減ができただけでなく、ページとして集約できたので閲覧

しやすくなったと考えられる。次年度もこの方法でページの作成を行

う。

（１）児童生徒を
主体に考えた教育
の推進

・それぞれの委員会がいろいろな企画をして

学校を楽しくしているのが良い。

・委員会が主催した大なわ集会は、マイガッ

コウの保護者として参加したが、大変盛り上

がっていた。毎回、自分たちの記録にチャレ

ンジするというのが良かった。

・特別支援教育の関する評価が他の項目より

低いことが気になる。紙面では具体的な取組

の詳細が見えないのかもしれないが、しっか

りと取組を進めていってほしい。

（２）新たな時代
を生きる児童生徒
のための教育の推
進

・国から与えられている一人一台端末は、保

護者の期待も高い。更なる活用を望む。

・歴史と文化のある山の辺小学校区ならでは

の取組も繰り広げていってほしい。

4

3

令和５年度　学校評価総括表 天理市立山の辺小学校

前年度の成果と
課題

＜成果＞・コロナ禍のため全体での活動はできなかったが、低・中・高学年に分けたり、ＴＶで交流したり、工夫して体育行事や仲間集団づくりを実施した。・学年の実態に応じ、授業での発表や

交流、提出等chromebookを活かせた。・地域の人の協力を得ながら読書に親しむ活動が広がり貸出冊数目標を達成した。・３年ぶりのふれあい体験教室や田植え・稲刈りなど、地域の方々の協力を

得て学校では体験できない貴重な学びを得た。・ＰＴＡを中心としたマイガッコウ活動では、保護者だけではなく児童が主体的に参加し自分の学校のために活動した。

＜課題＞・子どもが主体的に考え発信する活動が少なく、高学年としての意識が持ちにくかった。「ワガマチ合考やまのべ」の内容や進捗状況が教職員に周知しきれず協力体制が作れなかった。教

職員が就学前教育に目を向ける機会が少なく、スムーズな小学校生活への接続のため更に取組を進める必要がある。・働き方改革の工夫が周知徹底されず、時間短縮できるのにできていない。

評価項目 評価 学校運営協議会での評価

（３）読むこと・
書くことに焦点化
した学力向上の推
進

・読み聞かせでは、子どもたちは集中してよ

く聞いてくれ、読んでいる方も嬉しい。

・図書委員の「よみきかせ会」では、しっか

りと声を出して読めていた。立派だった。

・貸出冊数の目標を達成したのは素晴らし

い。蔵書を増やすために、地域で広報した

り、ＰＴＡにお願いしたり等、働きかけるの

もいいのではないか。

（４）地域や社会
とのつながりを大
切にした教育の推
進

・マイガッコウ活動は、「自分たちの学校の

ために、できる時にできる人がする」という

画期的な山小独自の素晴らしい取組。是非継

続してほしい。

・幼稚園と小学校のように、中学校ともつな

がりあって、中１ギャップで子どもたちが困

ることのないように取り組みを進めてほし

い。中学校は櫟本と丹波市からも来る。地域

の人との触れ合いの経験差は出てくるだろ

う。

肯定的評価
90.8％

肯定的評価
89.7％

4

4

（５）幼児期の保
育・教育との連携

・今年度は幼稚園児が学校に来る機会が多

く、小学校に馴染みがもてた。

・幼稚園と小学校のギャップを埋めるために

は保護者の意識を変えていくことも大切。

（６）教職員の働
き方改革の推進

・せっかく先生になったのに、途中で辞めて

しまう先生も多いと聞く。先生のメンタル面

が心配。

・休む人がでないように、管理職の先生には

これからも働きやすい環境作りに力を入れて

ほしい。

肯定的評価
88.7％
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